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、〉本誌は毎年 1月，3月， 5月，7月， 9月および11

月の各月 1日に発行する．状況により臨時増刊を発

行する．
0予約購読料は昭和56年度より年額6,000円 （送料を
含む）とし，分売は 1冊1,500円とする．予約購読

希望者は 1年間購読料を添え日本外科宝函編集室に
申し込まれたい．退会の申し出がない限り，そのま

ま，自動継続となる．
0掲載論文の著者および共著者は本誌予約購読者でな
ければならない．
。投稿原稿は編集者において必要と認める場合，加筆

・訂正することがある．
0和文原稿は400字詰原稿用紙に横書きとし新かな
づかL、を用いること．なお， ワードプロセッサー使

用の場合は， l行20字×20Q =400字をも って 1枚

とし，一行おきにプリントすること．

0欧文原稿は，タイプライターあるいは，欧文専用の
ワードプロセッサーで作成する．

つ原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原稿には

欧文表題および欧文抄録，欧文原稿心は和文表題お

よび和文抄録を添付されたい．

原著論文，綜説，臨床， 400字詰40枚以内 （図表共）

定例報告，研究速報，400字詰15枚以内 （図表共）

0原稿の用語中，欧文固有名詞の頭文字は大文字を，
数字は原則としてアラビア数字を使用し，日本語化

した外国語は片かなで書くこと，欧文中の人名には

アンタ ーライ ンを引くこと（文献を除く）．

0数量の単位は下記の例による．
例： m,cm, mm, ml, kg, g，℃，μ，%＇，pHなど．

: .IKey words日本語，英語のそれぞれ5語を選定し，

表題の下に記入すること．また欧文で文献請求宛名
(Present address）を記入されたい．著者の所属は正

式名称に従われたい．

。挿画，図などは白紙または青色方眼紙に黒で清書し，

直ちに凸版製作可能の状態で送付されたL、（学会発

平成 7年 4 月 20日印刷

平 成 7年 5 月 1 日発行

編集兼発行者

印 届。 者

印 席I] 所

表などのスライド原稿は，太字を用いることが多い

ため不適当である）．その挿入位置は原稿に記入の

こと．

L安，写真などは，すべて別紙に記入もしくは添付し，
挿入箇所を原稿に記入のこと．

0引用文献は一括して原稿末尾に記載する．原則とし
て引用した順に並べること，著者名は3名までとし，

その後はその他として省略する

例
l) Faris TD, Dkihans AJ, Marchioro TL, et al: 

Radioisotope scanning in auxili日ryliver transplanta・ 

tion. Surg Gyn Obst 123: 1261-1273, 1966 

2）三宅 儀 高lj腎皮質ホノレモンの測定と臨床．最新

医学 6:769-782，昭26.

3) Sissons HA: The growth of bone. In The 

Biochemistory and Physiology of Bone edited by 

Bourne. GH, New York, Academic Press Inc 1956, 

p. 72 

4）所安夫．脳腫湯．東京，医学書院，昭34.

5) Wolf S, Wolf HG: Human Gastic Function, London, 

Oxford University Press, 1943. 

1 掲載料Lt1頁欧文10,000円，和文9,000円，図表，

写真，アート紙の使用コロ タイプ，カラー図版など

は著者の実費負担をする．

0別刷希望の場合は，投稿と同時に希望部数を申し込
まれたい 別刷は 1頁20円を申しうける．

0原稿，図表は必ずコピーを一部添付し送付されたい．
0原稿は完全なものとして御送付願レたい．著者校正
の際における加筆訂正は認めないー

。原稿は書留郵便で下記編集室宛に送付されたい原

稿が当編集室へ到着した日付を受付日とする

。なお原則として原稿は返却しない．
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0本誌は毎年1月， 3月， 5月， 7月， 9月および11
月の各月 1日に発行する．状況により臨時増刊を発

行する．
。予約購読料は昭和56年度より年額6,000円（送料を

含む）とし，分売は l冊1,500円とする．予約購読
希望者は 1年間購読料を添え日本外科宝函編集室に

申し込まれたい．退会の申し出がない限り，そのま

ま，自動継続となる．
。掲載論文の著者および共著者は本誌予約購読者でな

ければならない．
0投稿原稿は編集者において必要と認める場合，加筆
・訂正することがある．
0和文原稿は400字詰原稿用紙に横書きとし，新かな
づかいを用いること．なお，ワードプロセッサー使

用の場合は， l行20字x20Q =400字をもって I枚

とし，一行おきにプリントすること．

0欧文原稿は，タイプライターあるいは，欧文専用の
ワードプロセッサーで作成する．
。原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原稿には

欧文表題および欧文抄録，欧文原稿には和文表題お

よび和文抄録を添付されたい．
原著論文，綜説，臨床， 400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）
。原稿の用語中，欧文固有名詞の頭文字は大文字を，
数字は原則としてアラビア数字を使用し，日本語化

した外国語は片かなで書くこと，欧文中の人名には
アンターラインを引くこと（文献を除く）．

。数量の単位は下記の例による．
例： m,cm, mm, ml. kg, g, r, μ,%,pHなど．
')Key words日本語，英語のそれぞれ5語を選定し，

表題の下に記入すること また欧文で文献請求宛名
(Present address）を記入されたい 著者の所属は正

式名称に従われたい．
。挿画，図などは白紙または青色方眼紙に黒て、清書し，

直ちに凸版製作可能の状態で送付されたい（学会発

平成 7年 8月 20日印刷
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編集兼発行者
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こと．

。表，写真などは，すべて別紙に記入もしくは添付し，
挿入箇所を原稿に記入のこと．

0引用文献は一括して原稿末尾に記載する．原則とし
て引用した順に並べること，著者名は3名までとし

その後はその他として省略する．

例．
1) Faris TD, Dkihans AJ, Marchioro TL, et al: 

Radioisotope scanning in auxiliary liver transplanta・ 

tion. Surg Gyn Obst 123: 1261 1273, 1966 

2）三宅儀：副腎皮質ホルモンの測定と臨床．最新
医学 6:769-782，昭26.
3) Sissons HA: The growth of bone. In The 

Biochemistory and Physiology of Bone edited by 

Bourne. GH, New York, Academic Press Inc 1956, 

p. 72. 
4）所安夫：脳腫蕩．東京，医学書院，昭34.
5) WolfS, Wolf HG: Human Gastic Function, London, 

Oxford University Press, 1943. 

0掲載料は 1頁欧文10,000円，和文9,000円，図表，
写真，アート紙の使用コロタイプ，カラー図版など

は著者の実費負担をする．
0別刷希望の場合は，投稿と同時に希望部数を申L込
まれたい.7.Jlj刷は l頁20円を申しうける．

0原稿，図表は必ずコピーを一部添付し送付されたい．
0原稿は完全なものとして御送付願いたい．著者校正
の際における加筆訂正は認めない．
0原稿は書留郵便で下記編集室宛に送付されたい．原
稿が当編集室へ到着した日付を受付日とする．
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。本誌は毎年 1月， 3月， 5月， 7月， 9月および11

月の各月 1日に発行する．状況により臨時増刊を発

行する．

0予約購読料は昭和56年度より年額6,000円（送料を
含む）とし，分売は 1冊1,500円とする．予約購読

希望者は 1年間購読料を添え日本外科宝函編集室に

申し込まれたい．退会の申し出がない限り，そのま

ま，自動継続となる．

0掲載論文の著者および共著者は本誌予約購読者でな
ければならない．

。投稿原稿は編集者において必要と認める場合，加筆

・訂正することがある．

0和文原稿は400字詰原稿用紙に横書きとし，新かな
づかし、を用いること．なお，ワードプロセッサー使

用の場合は， 1行20字×20Q =400字をもって l枚

とし，一行おきにプリントすること．

。欧文原稿は，タイプライターあるいは，欧文専用の

ワードプロセッサーで作成する．

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原稿には
欧文表題および欧文抄録，欧文原稿には和文表題お

よび和文抄録を添付されたい

原著論文，綜説，臨床， 400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

コ原稿の用語中，欧文固有名詞の頭文字は大文字を，

数字は原則としてアラビア数字を使用し，日本語化

した外国語は片かなで、書くこと，欧文中の人名には

アンダーラインを引くこと（文献を除く）．

' J数量の単位は下記の例による．
例： m,cm, mm, ml, kg, g, °C, μ, % , pHなど．
コKeywords日本語，英語のそれぞれ5語を選定し，

表題の下に記入すること．また欧文で文献請求宛名

(Present address）を記入されたい．著者の所属は正

式名称に従われたい．

0挿画，図などは白紙または青色方眼紙に黒で清書し
直ちに凸版製作可能の状態で送付されたい（学会発

平成 7年 10月 20日印刷
平成 7年 11月 1 日発行

編集兼発行者

印 属U 者

i:p 席t 所

表などのスライド原稿は，太字を用いることが多い

ため不適当である）．その挿入位置は原稿に記入の
こと．

。表，写真などは，すべて別紙に記入もしくは添付し，

挿入箇所を原稿に記入のこと．

0引用文献は一括して原稿末尾に記載する．原則とし
て引用した順に並べること，著者名は3名までとし

その後はその他として省略する．
例．

1) Faris TD, Dkihans AJ, Marchioro TL, et al：・

Radioisotope scanning in auxiliary liver transplanta-

tion. Surg Gyn Obst 123: 1261-1273, 1966. 

2）三宅儀：副腎皮質ホノレモンの測定と臨床 最新
医学 6:769-782，昭26.

3) Sissons HA: The growth of bone. In The 

Biochemistory and Physiologγof Bone edited by 

Bourne. GH, New York, Academic Press Inc 1956, 

p. 72 

4）所安夫・脳腫蕩．東京，医学書院，昭34.

5) WolfS, Wolf HG: Human Gastic Function, London, 

Oxford University Press, 1943 

0掲載料は 1頁欧文10,000円，和文9,000円，図表，
写真，アート紙の使用コロタイプ，カラー図版など

は著者の実費負担をする．

0別刷希望の場合は，投稿と同時に希望部数を申し込
まれたい別刷は 1頁20円を申しうける．

。原稿，図表は必ずコピーを一部添付し送付されたい．

0原稿は完全なものとして御送付願いたい．著者校正
の際における加筆訂正は認めない
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血液・栄養領域のエーザイ製晶

モノハクタム某杭主明酉型賀町 止血機構賦，舌ビタミン ! ｜経腸栄養剤（経口・経管両用） ~ 

ケィFツ4主／N，主｜｜タタEs-11~
可制の非イオン型悶 ｜ 
品フ'ZD~芝F錠50叫／刷！？ザヲヲム親思

｜日抗基，主射周アズトレオナム（暗号：AZT) 〈メナテトレノン製剤〉
〈クエン歯第一酷ナトリウム製剤〉 ｜ 

｜薬価基準収載｜

んヅιL61sa~ J二巴ー？イ竺司会ネ土
ー ’ 司・h 4・V Tl l乙出毘尽郁λ尽巳J伺 J110-b-IU ヒューマン・ヘルスケア企業 司司~ ’＇＇』－－，、 "・--- ー，【’ I • ~ ' -

資料請求先・医薬事業部

THE STRONG. 
BALANCED 
ANTIBACT~RIAL 
AGENT勾整のとれた強い1

遥フ＇Jliマυ3花
．グラム聞主菌から陰性菌まで，好気性菌嫌気性菌を問わす均整
のとれた強い抗菌力を示す。
IPBP-2＇を誘導しにくい。
・副作用は 2.35% (78/3314例）に発現しその主なものはア
レルギー症状と胃腸症状であった。

E-Ji9710 

・効能・効果 フトウ球菌属，レノサ球菌眉（腸球前障〈）！肺貴理菌ペプトストレプ下コyカス凪プランハメラ，

カタラーりヌ川菌，大盟菌クレブンエラ属，1ロテウス届イ／フル工ンザ薗守パフテロイテス属のうち本間畢性薗；よ
る下足型染症融血症，感染性心肉腫斑つ外情手商劇専の葺在性二~x畢染む圃曜面先圃樟央I買菅主乱軍曹

宝盤強症の感染時ー慢性呼服器産里町二立感染o曹孟腎長。腸蹴尭，前立障費、i林菌性原通費o阻のう丸血管費
o腰腫貴骨盤腫圃白'Jヴラス寓；g寓つ子宮付属器貴1子宮内感染1骨量亮腔A子宮曹詰告蝿淡，バルトリン量豊
o中耳斑！副轟腔貴

・使用上の注意（ 部抜粋）

本剤の使用にあたっては町耐性菌の発現等を防ぐため．原則として感畳
性を確認し、疾病の治療上必要な最小限の期間の投与にとどめること。

。 世的孟章 ，，γョγ7があらわれるおそれがあるので！＋骨な問監を行うこと。な札事前に度膚庄応を宴渇するこ
とが望ましい ＇＂＂ョ yヲ尭現時に拍車担置のとれる準慣をしておくこと。また，揖与憧患者を宜静的tt!llに揮た世，
＋骨立回曹を行うこと。 ＠華車（攻町患者には控与しないこと） 本耳目成分によるンヨ.，？の既住歴の晶る患者

＠原則構亘（賓の患者には控与しないことを原則とするが，特に必要とする唱告には慎重に世与すること） 本剤師慮

骨又はセフェム系抗生物質に封し過融症の既盛歴のある患者 。慎重揖与（賓の患者には慎重に撞与するこ剖川

ペニシリン果抗生物質に対し過融症の既企歴のある患者 11民主人又は両親！兄弟に買管室瑞品呈漕1耳障暗尊明

アレルギー症杭を起こしやすい体質を有する里者 !l！高底的曹障害のある患者［血中温度が持融ずるので！投与II
躍らすか！揖与間隔をあけて慣用することJ4唯口摂取の不良な患者j(J非軽口栄聾の理者高齢者。全身II畢の
悪い患者［ビタミ／KX乏症就があらわれることかあるので観轄を＋骨に行うこと」］ ＠掴互作用 冊用に遣軍すa
こと f恨劃17ロセミド等ill問により腎毒性か増強されるおそれがあるので．情用する唱吉にU憤量に揖年するこι1
0副作用（まれこ：o巴1耳来溝，ときに：0.1～5%未靖，副問なし：5覧以上）（l;f.掴度不明） ' i置士な副作用 11γョ
y久アナフィラキンー楢症IIまれに〆ヲソクアナ7；ラキノ 悼曜~1:1呼叫同唾 :f:J.！湘紅；•）!li'.11を起こすことbあ
るので国軍を十社i:tn 、症状があらオホた場合：：：m与を•l•tl:L直同主唱百をtrうこと 2）車性曹不全 ま滑に
：~：性！H、世等の日~N,在!t障害があらわれることがあるのす ocl91 『lに険古今 riう立ど姐棋を1 サに ffい｝異常カt認め6
れたi品0にはI~与を＂’ rl:L.適切在地目を行うこと 3）無覇粒球臣、血小桓揖久追血唯貧血 Hi：：旬開？川r,1カl
ときに血小町i直＇!tヵ：ぁらわれることカhあるのでijl 日ヵ」められたI~ 什；：：rn与を•l'Jl:L適切＇＂蝿置を行うこと zt’ 
他のセ7<ム呆抗生物質で出血性首血カiあらオバiること力制告されてl唱 4）曲圃性大揖斑 まれに白輔性大酒量

専の血聞を伴うiJl府な大制1；があらわれることがある瞳柑有i闘の下曲があらわれ付時制つj~－削 T府与を中dす品
など適切な坦置を行うこと SI直膚帖腫眠症櫨群ISrevensぃJoh問on症候群 11 •. •\\WI心配勺 ，，.問 、＂＂＇＇＂＂
Joh田叩症I~昨）カむあらわれることヵ：あるので蹴県を十分にiiいこのよう(i•,11 ↓カb.1爪ふ，14;,::.. :n•，キlド d ：.~ 
切な悟附を行うこと 6）間質性肺斑，PIE症量群 まれに官鼎岐轍呼問l付均州市X料品内it.If世時増多寄を伴う 1諸
問質性肺者円E症耐群寄カ人あらわれることがあるのでこのよう主拒jl；があらわれた！~白には拒与を中止L，副官度質事司書
ルモノ刷のI~与寄の過U比世間'rrr'1こと 日

・薬価基準収載 ・「用法・用量J，その他の「使用上の注意」については，添付文書をご参照下さい。
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